
　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい
たします。受講用URLは後日お送りいたしま
す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的
にお受けしておりませんので、ご都合により出
席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 251099

 

◆日時：2025年10月22日（水） 12:30～16:30

◆アーカイブ配信：10/23（木）～11/6（木）期間中何度でも受講可能

◆受講料 ： 1名につき49,500円（税込、資料付）

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy

□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

『AI業務進化最前線』セミナー申込書 FAX：03‐5857‐4812　※ご希望の参加形式にチェック下さい⇒＜■LIVE／■アーカイブ＞

生成AI時代の研究DXと
実践的AIエージェントによる業務進化の最前線
～研究業務を変えるAIエージェントとスマート連携の実際～

セミナーURLはこちら→https://www.rdsc.co.jp/seminar/251099

【講師】 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
エンタープライズシステム開発本部

                            森 一樹氏

【プログラム】 1．研究 DX における生成 AI 活用の現在地と課題
　　研究開発現場では、単なる業務効率化にとどまらない「本質的な変革」が求められています。本
章では、生成 AI がもたらす研究 DX の最新潮流と、導入現場で直面している課題（PoC 止まり、属
人化、ナレッジ再利用困難など）を整理し、“AI を使いこなす前提 ” となる考え方を共有します。

2．“AI が活きる土壌 ” としてのデータ構造とプラットフォーム構築
　　AI は「整ったデータの上でこそ活躍する」。本章では、 実験ノートや報告書、 センサーデータな
ど多様な情報を AI が扱えるようにするためのデータ構造化・ メタデータ設計の考え方と、 Azure な
どを用いた統合プラットフォーム構築の実践例を紹介します。

3．MCP・A2A による AI エージェント連携と研究業務の自律化
　　生成 AI を “ 回答するだけ ” でなく “ 行動する AI” に進化させる鍵が、 MCP （Model Context 
Protocol）や A2A（Agent to Agent）です。AI がツールや DB と連携して業務を進める「AI エージェ
ント化」の実現方法と、専門業務の自律化に向けた設計ポイントを解説します。

4．研究ナレッジ・非構造データの活用とトレンド分析 AI の仕組み
　　論文・特許・報告書・ 社内文書といった “ 非構造データ ” は、 AI による分析・ 検索・ 提案に
活用できる重要な資源です。LangChain や RAG 構成を用いたナレッジ検索、埋もれた情報の価値
抽出、トレンドの自動分析・可視化の仕組みを紹介します。

5．マテリアルズ／プロセスインフォマティクスとの融合と応用展開
　　生成 AI や AI エージェントは、 マテリアルズ ・インフォマティクス（MI）やプロセスインフォマティク
ス（PI）とも融合が進んでいます。実験データの活用、 材料物性の予測、 新材料の提案、工程改善
など、科学×AI による具体的応用事例とアーキテクチャを紹介します。

6．導入・定着に向けた PoC 突破と現場実装のための考え方
　　PoC で止まらず、現場に定着する AI システムを作るには、ユーザー巻き込み、評価設計、デー
タ整備、セキュリティ対応など、多面的なアプローチが必要です。本章では、導入～運用に至るプロ
セスを段階的に整理し、継続的活用に向けた実践的な戦略を提示します。

7．Q&A ／デモ紹介／最新クラウドサービス活用の実際
　　参加者の疑問に答えるQ&A に加え、Azure AI や GPT、LangChain などを用いた実例デモや構
成例を紹介します。理論だけでなく、「実際にどのように動くか」を視覚的に理解していただきます。

【LIVE配信】　【アーカイブ配信】

　　　　　生成 AI の進化は、 単なる業務効率化
にとどまらず、 “ 研究そのもののあり方 ” を問い
直す段階へと進みつつあります。本講座では、
研究開発の DX を推進するための次なる鍵とし
て、 「AI エージェント」 「MCP （Model Context 
Protocol）」「A2A（Agent to Agent）」といった最先
端技術の活用法に焦点を当て、 従来の PoC レ
ベルを超えて、 研究業務の自律化・意思決定
支援・価値創出へとつながる構成と実践ステッ
プをわかりやすく解説します。生成 AI × プラッ
トフォーム × データをつなぐ “ スマート連携 ”
を通じて、 「データはある」「AI もある」「でもつな
がらない」 現場課題を乗り越え、 研究現場とIT
の知見を融合した新たな研究支援基盤の構築
を目指します。クラウド技術 （Azure OpenAI、 AI 
Servicesなど）を活用した構成はもちろん、 AIが
自律的に文脈を理解し判断・提案するための
仕組み、 特許・論文・実験レポート・CoA など
非構造データを活かすための戦略、 さらに本講
座では、「AIエージェント」「MCP」「A2A」といった
最先端技術を組み込み、 従来のマテリアルズ・
インフォマティクス（MI）やプロセスインフォマティ
クス （PI） を“より高度で自律的な研究支援プロ
セス ” へと進化させた新しい応用モデルについ
て、実例とともにご紹介します。

【趣旨】 

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

会員（案内）登録していただいた場合、通常1名様申込で49,500円（税込）から
　・1名で申込の場合、46,200円（税込）へ割引になります。

　・2名同時申込で両名とも会員登録をしていただいた場合、計49,500円（2人目無料）です。

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。


